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国際共同セミナー






































































































































ると確認できている。それは①Babad Kraton （王宮の物語）、②Babad Pacina （華人の物語）、③
Babad Kartasura（カルタスラの物語）、④Babad Tutur（トゥトゥル）、⑤Babad Lampahan（ラン
パハン？？）、と⑥Babad Memengsahanipun KGPAA Mangkunegoro I kaliyan Kanjeng Sultan 
Ngayogya （マンクヌガラ１世とジョグジャカルタ王の対敵の物語）である。Babad Kraton （王宮の
物語）、Babad Pacina （華人の物語）とBabad Kartasura（カルタスラの物語）は、R.M. Said （ラデ
ン・マス・サイード、マンクヌガラン王宮の建国者、マンクヌゴロ１世とも言う）の前期の統治時
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代の生還とその尽力、そして最後の３つであるBabad Tutur（トゥトゥル）、Babad Lampahanと







































（1）Tridarmo （トリダルモ―３つの義務） 哲学 。それは以下の通りである。
　   ① Rumongso Melu Handarbeni （王国に対する帰属意識）
　   ② Wajib Melu Hangrungkebi （王国を防衛する義務）
　   ③ Mulat Sarira Hangroso Wani （内省的な自己を常に持つこと）
（2）Hanebu Sauyun （統合するサトキビ） 哲学








　　  Serat Tripomo （トリパマ詩、三つの模範）の中にマンクヌゴロ４世は、国を守るための兵
隊の品格の基盤を作った。強い性格を持つ軍人は強力な軍事力を産むと彼は考えた。
（2）富













Sekolah Guru Jawa （ジャワ教師育成学校）からはじまった。そして後にマンクヌゴロ６世の
時代にキリスト教系の学校設立の許可が多く出され、マンクヌガラ７世の時代には幾つかの
教育機関と研究所が設立された。
